
投票率は 76.45㌫
　10 月 31 日任期満了による能登町議会議員選挙は、

10 月 16 日に告示され、21 日執行されました。能登町

として 4 回目の議会議員選挙では、14 人の定数に対し

15 人が立候補しました。

　投票は、17 の投票区で午前 7 時から午後 8 時まで（一

部午後 7 時まで）行われ、即日開票が行われました。

投票者数は、11,972 人で投票率は 76.45㌫となり、前

回と比較し 2.51㌽減となりました。期日前投票を行っ

た人は 5,571 人で前回の 4,771 人と比較すると 800 人

増加しました。

　開票作業は午後 9 時から能都庁舎 4 階ホールで行わ

れ、有線テレビで生放送されました。午後 11 時前には

すべての開票作業が終了し、次のとおり 14 人の当選人

が確定しました。

開票結果　　　　　　（得票数順）

当 𠮷田義法 1,205 票

当 堂前利昭 953 票

当 鍛治谷眞一 889 票

当 金七祐太郎 881 票

当 河田信彰 846 票

当 田端雄市 825 票

当 小路政敏 813 票

当 宮田勝三 778 票

当 酒元法子 746 票

当 市濱　等 734 票

当 國盛孝昭 679 票

当 馬場　等 674 票

当 向峠茂人 638 票

当 志幸松栄 616 票

南　正晴 590 票

有効投票数 11,867 票

無効投票票 105 票

投票総数 11,972 票
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平成 30 年 10 月 21 日執行　能登町議会議員選挙開票結果

能登町議会議員選挙投票者数と投票率

投票区 投票所
当日有
権者数

投票
者数

投票率
（％）

第 1 能都社会福祉会館　１階集会室 1,589 1,225 77.09

第 2 町立宇出津小学校　１階会議室 1,496 1,089 72.79

第 3 町立ひばり保育所　遊戯室 828 641 77.42

第 4 町立三波公民館　集会室 476 365 76.68

第 5 町立神野公民館　ホール 472 365 77.33

第 6 町立鵜川公民館　図書室 912 730 80.04

第 7 町立瑞穂公民館　和室 746 584 78.28

第 8 野田コミュニティセンター　和室 1,270 1,047 82.44

第 9 町立小間生公民館　研修室 379 336 88.65

第 10 町立上町公民館　研修室 831 690 83.03

第 11 町立岩井戸公民館　会議室 355 275 77.46

第 12 能登町役場内浦庁舎　２階会議室 1,904 1,356 71.22

第 13 町立不動寺公民館　集会室 451 368 81.6

第 14 町立秋吉公民館　集会室 281 217 77.22

第 15 白丸コミュニティ施設　多目的
ホール 655 497 75.88

第 16 小木地区活性化センター　ロビー 2,038 1,443 70.8

第 17 町立高倉保育所　遊戯室 977 744 76.15

合計 15,660 11,972 76.45

議
会

　

第
8
回
能
登
町
議
会
10
月
会
議
は
、
10

月
４
日
に
開
会
し
、
１
日
間
と
会
期
を
定

め
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
７
件

が
上
程
さ
れ
、
持
木
町
長
が
提
案
理
由
を

述
べ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案
：
７
件

・
平
成
30
年
度
能
登
町
一
般
会
計
補
正
予

　

算
（
第
３
号
）

・
能
登
町
観
光
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
「
平
成
30

　

年
度
内
浦
総
合
支
所
建
設
工
事（
建
築
）」

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
「
平
成
30

　

年
度
内
浦
総
合
支
所
建
設
工
事（
電
気
）」

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
「
平
成
30

　

年
度
内
浦
総
合
支
所
建
設
工
事（
機
械
）」

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
「
平
成
30

　

年
度
柳
田
総
合
支
所
建
設
工
事（
建
築
）」

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
「
平
成
30

　

年
度
柳
田
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
エ
レ
ベ

　

ー
タ
ー
棟
増
築
工
事
（
建
築
）」

平成 30 年
第 8 回 10 月会議

災
害
に
負
け
な
い
備
え
の
確
認

能
登
町
総
合
防
災
訓
練

　

９
月
23
日
、「
能
登
半
島
沖
地

震
」
震
度
6
強
の
地
震
を
想
定
し

た
、
第
７
回
能
登
町
総
合
防
災
訓

練
が
松
波
小
学
校
と
松
波
漁
港
周

辺
を
主
会
場
と
し
、
町
の
全
域
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
37
機
関
・
団
体
と
約

２
，
５
０
０
人
の
町
民
が
参
加
。

８
時
46
分
に
強
い
揺
れ
に
襲
わ
れ

た
と
の
想
定
で
、
災
害
対
策
本
部

の
設
置
や
避
難
所
の
設
営
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
会
場
で
は
、
一
部
倒
壊
し
た

校
舎
か
ら
住
民
を
搬
送
す
る
訓
練

や
、
建
物
に
取
り
残
さ
れ
た
要
救
助

者
を
吊
り
上
げ
て
救
助
す
る
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
、
松
波
漁
港
で
は
津

波
に
巻
き
込
ま
れ
た
漂
流
者
の
捜

索
活
動
や
航
行
中
に
故
障
し
動
け

な
く
な
っ
た
船
舶
を
救
助
す
る
曳

航
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

避 難 生 活 のため の
間 仕 切り設 置 訓 練

（鵜川小学校）

各種団体の展示コーナー。県防
災士会のブースでは、防災士活
動の写真展示、防災クイズなど
を実施（松波小学校）

煙 体 験 ハウス。 ハ
ンカチを顔に当てて
入っていく児童（松
波小学校）

音楽祭 IN コンセールのと
＝音楽から学ぶ地域の輪づくり＝

　日曜のひと時を音楽と共に過ごしませんか？
　今回、数多くの被災地を回り支援活動を行っている、
歌手のしらいみちよさんが出演し、実際に見て、聞い
たことなどを唄や話でみなさんにご紹介。また、関連
して防災グッズや防災にまつわる本を展示します。
　そのほか、会場には地物食材の販売コーナーも
あります。お気軽にお越しください。

■開催日  11 月 11 日㊐　　■会場  コンセールのと

音風流と輪の世界　15:00 ～ 18:00
●宇出津小学校鼓笛隊演奏　●劇団「絆創港」による小演劇
●能都中学校吹奏楽部演奏　●しらいみちよコンサート

防災展示コーナー　10:00 ～ 17:00　
●防災グッズ　●防災の本
もしもの時に役立つものなどをご紹介
販売コーナー　13:00 ～ 17:00
●地物食材　●加工品
朝採れ野菜を各種用意、赤飯、お餅　など

切り絵蓬莱づくり教室
　神棚に提げられる縁起物の「蓬莱」を、切り絵
で作ってみましょう。講師の濵高善祐さんから指導
を受けながら専用のカッターを使って行います。

■開催日　12 月 14 日㊎または、16 日㊐
■会場　宇出津公民館 研修室
●時間　13:00 ～　●参加料　一人 300 円（用紙代ほか）
●申込〆切　11 月 30 日㊎まで（定員あり、各回 20 人）

問宇出津公民館☎ 62-3458
※申込時、希望する日をお伝え下さい。

※小・中学生とのコラボ合唱も開催



科学反応でペットボトル容器が変形。驚きの声が上がった

能登町・東海大　包括的な提携によるプログラム

　東海大学海洋学部の齋藤寛教授らによる理科教室が
9 月 13 日、鵜川小学校と宇出津小学校で開かれました。
　鵜川小学校では 5~6 年生 17 人受講し、紙コップを
使った顕微鏡作りや二酸化炭素の性質を調べる実験を
しました。児童は「観察するだけではく、顕微鏡も自
分で作ったものなので楽しかった」「二酸化炭素が水
に溶けてもまた出てきて面白い」と感想を話し、理科
への興味や関心が高まった様子でした。

柳田調査の早大生　合宿成果を発表

業、祭り衰退の対策を
　農地や森林といった自然環境の保全や地域活性化策を探るため、早稲田大学の学生 16 人は
9 月 18 日から 5 日間、柳田地区で研究合宿を行いました。
　同大人間科学学術院森林環境科学研究室の平塚基志准教授の下で学ぶ 3、4 年生で、5 グルー
プに分かれ農業や林業、畜産業の現場で、作業の体験や現状の聞き取り調査をしました。小木
出身の平塚准教授が、里山の自然が豊かな柳田地区での合宿を企画したものです。
　21 日には上町公民館で成果発表会を開催しました。林業や祭りの衰退に歯止めをかけるた
めに考えた対策を、集まった約 60 人の前でグループごとに発表。「林業・森林」班は、放置さ
れた森林対策として、国が認証する「Ｊ－クレジット制度」の利用を紹介しました。

NPO の大路理事長の指導の下、生徒会執行部の 6 人が植樹をした

能都中　「人権の樹」贈呈式

濱中みつさん　100 歳 追悼のことばを述べる町遺族連合会の𠮷田源兵衛会長

能登町戦没者追悼式

　町戦没者追悼式が 10 月 4 日、役場能都庁舎で開かれ、
遺族や関係者約 150 人が参列し、故郷の家族の身を案
じ、平和を願いながら戦地で犠牲となった 1455 柱の
戦没者の霊に祈りをささげました。
　式辞では持木町長が戦没者に哀悼の意を表し「命や
平和の尊さを永遠に語り継ぐと共に、住民が末永く幸
せを感じ暮らせる町を築いていきます」と誓いを述べ
ました。

　宇出津の濱中みつさんが 100 歳を迎え、誕生日の
10 月 20 日に町長から長寿祝い状と祝い金を受け取り
ました。現在お子さん夫婦と暮らしており、お孫さん
1 人、ひ孫さんが 3 人います。60 代半ばまで長年行
商としてたくさんの鮮魚を持って精力的に働かれてお
り、今も元気に概ね自立して過ごされています。濱中
さんはこの日を迎えた想いに言葉を詰まらせ「嬉しく
て何も言えません」と話し、喜びを表しました。

　10 月 10 日、輪島人権擁護委員協議会能登部会の 7
人が能都中学校を訪れ、「人権の樹」贈呈式が行われま
した。人権啓発活動の一環として行われたもので、「NPO
法人のとキリシマツツジの郷」の協力のもと、のとキ
リシマツツジの苗 2 本が贈られました。式では岩池部
会長が「人権を考えるシンボルにしてください」と挨拶。
生徒会長の嵐有希さんが生徒を代表して謝辞を述べ「大
切に育て、人権を守っていきます」と誓いました。

林

 学の世界へようこそ科

り育てる人権の心守

 和への誓いを新たに平

 びあふれる一日喜

　7 月 26 日から 10 日間の日程でオーストラリアを訪
れた町内の中学生 14 人の研修成果報告会が 9 月 27 日、
コンセールのとで開かれました。グループことに、食
や教育などのテーマを設けて体験を発表。現地の小学
校での交流やホストファミリーとの会話などを振り返
た生徒は「会話をできて楽しかったが、もっと英語が
話せると良かった」と感想を述べ、体験から英語学習
への意欲を改めて持った様子でした。

能登町中学生海外派遣事業報告会

国での体験を通して異

クイズも交えて体験を発表

　9 月 28 日、行延地内で「軽四貨物自動車安全利用キャ
ンペーン」が行われ、珠洲警察署員や能登レディドラ
イバーズクラブ内浦支部のメンバーら約 20 人が参加
し安全利用、交通事故防止を呼びかけるチラシなどを
配りました。町内の普及台数が他の地域よりも多く、
また、秋の収穫時期に利用が高まることから実施され
たもので、参加者は「軽トラは便利だけれど気を付け
て使いましょう」と安全な利用を呼びかけました。

 利だけれど慎重に
軽四貨物自動車安全利用キャンペーン

便

上町公民館には町民ら 60
人が詰めかけ学生たちの
発表に聞き入った

12 13_NOTO＋2018.11

ライトの早めの点灯や安全運転など事故防止を幅広く呼びかけた長寿祝い状を受け取る濱中さん

住民に聞き取り調査する早大生＝当目地内＝
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11 月の教室

縄文壁掛け

受付時間

休 館 日

料 金

問うみとさかなの科学館☎ 62-4655

※工作教室は小学生以上対象です。未就学児は保護者が
付き添いの上、一緒に一つの工作を作ってください。
都合により、内容が一部変更することもあります。

カレンダー

募
集

町
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
期
間
…
11
月
15
日
㊍
ま
で

■
対
象
住
宅

桜
木
住
宅
　
鵜
川
30
字
1
番
地

・
１
号
棟
１
１
１
号
、２
Ｄ
Ｋ（
※
事
故
住
宅
）

家
賃  

月
額
１
５
，９
０
０
円
～
２
３
，６
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
６
，
５
０
０
円
）

・
１
号
棟
１
３
４
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
９
，５
０
０
円
～
２
９
，０
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
４
，
８
０
０
円
）

・
２
号
棟
２
２
１
号
、２
Ｄ
Ｋ（
※
事
故
住
宅
）

家
賃  

月
額
１
５
，９
０
０
円
～
２
３
，７
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
６
，
６
０
０
円
）

・
２
号
棟
２
３
４
号
、
２
３
５
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
９
，６
０
０
円
～
２
９
，１
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
５
，
０
０
０
円
）

新
港
住
宅　

宇
出
津
新
港
１
丁
目
49
番
地

・
１
号
棟
２
０
２
号
、
３
Ｄ
Ｋ

家
賃　

月
額
２
０
，７
０
０
円
～
３
０
，８
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
４
７
，
６
０
０
円
）

九
十
九
団
地
　
小
木
3
丁
目
8
番
地

・
２
―
３
号
、
３
―
３
号
、
2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
１
４
，０
０
０
円
～
２
０
，８
０
０
円

（
裁
量
世
帯
は
上
限
額
３
２
，
１
０
０
円
）

※
家
賃
は
所
得
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

姫
団
地　

姫
3
丁
目
36
番
地

・
1
号
棟
２
０
７
号
、
２
Ｄ
Ｋ

家
賃  

月
額
2
５
，０
０
０
円

鵜
川
駅
前
団
地　

七
見
い
字
２
番
地
８

・
１
号
棟
２
０
２
号
、３
Ｄ
Ｋ

家
賃　

月
額
４
５
，０
０
０
円

■
入
居
可
能
日
…
12
月
１
日
㊏

■
入
居
資
格

①
町
に
住
所
を
有
す
る
人（
予
定
者
を
含
む
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
入
居
者
の
所
得
月
額
が
次
の
基
準
内

桜
木
、新
港
、九
十
九
…
１
５
８
，
０
０
０
円

（
裁
量
世
帯
２
５
９
，
０
０
０
円
）
以
下

姫
、鵜
川
駅
前
団
地
…
１
５
８
，
０
０
０
円

以
上

⑤
単
身
よ
り
も
複
数
人
の
世
帯
を
優
先

裁
量
世
帯
…
「
身
体
1
級
～
4
級
、
精
神
1

級
～
3
級
、
知
的
Ａ
ま
た
は
Ｂ
と
認
定
さ
れ

た
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
」「
申
し
込
み
者

が
60
歳
以
上
で
、
か
つ
同
居
者
の
い
ず
れ
も

が
60
歳
以
上
、
ま
た
は
18
歳
未
満
で
あ
る
世

帯
」「
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
。

事
故
住
宅
…
住
戸
内
等
に
お
い
て
人
身
事
故

の
発
生
し
た
住
宅
や
、
孤
独
死
で
発
見
が
遅

れ
た
等
の
住
宅
で
す
。
入
居
さ
れ
る
ま
で
に

は
補
修
を
行
い
、
使
用
に
お
い
て
は
他
の
住

宅
と
何
ら
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
の
原

因
等
に
つ
い
て
は
記
載
以
外
の
こ
と
は
お
答

え
で
き
ま
せ
ん
。

　

入
居
後
、
事
故
住
宅
で
あ
る
こ
と
を
理
由

と
し
て
他
の
住
宅
へ
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
充
分
ご
理
解
の

上
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
敷
金　

家
賃
の
3
カ
月
分

問
建
設
課
☎
（
76
）
８
３
０
４

募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

■
募
集
種
目

　

陸
上
自
衛
隊　

高
等
工
科
学
校
生
徒

■
募
集
人
員

　

推
薦
…
約
60
名
、
一
般
…
約
２
６
０
名

■
応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

（
平
成
31
年
4
月
1
日
現
在
）

■
受
付
期
間

推
薦
…
11
月
1
日
㊍
～
11
月
30
日
㊎

一
般
…
11
月
1
日
㊍
～
平
成
31
年
1
月
7
日
㊊

■
試
験
期
日

推
薦
…
平
成
31
年
1
月
5
日
㊏
～
７
日
㊊

（
い
ず
れ
か
の
一
日
を
指
定
）

一
般
…
1
次
・
平
成
31
年
1
月
19
日
㊏

　
　
　

2
次
・
平
成
31
年
2
月
1
㊎
～
4
日
㊊

（
い
ず
れ
か
の
一
日
を
指
定
）

■
入
校　

平
成
31
年
4
月
上
旬

■
試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

英
語
（
以
上
、
中
学
校
卒
業
程
度
）、
作
文

　

問
自
衛
隊
石
川
地
方
協
力
本
部

能
登
地
域
事
務
所

☎
０
７
６
８
（
52
）
４
１
７
５

午前 9 時 30 分～ 11 時 /
　　　　　午後 1 時～ 3 時 30 分
毎週月曜日

無料（入館料・材料費とも）

うみとさかなの科学館

　

精
神
科
医
師
が
認
知
症
の
正
し
い
知
識
の

普
及
を
目
的
に
講
話
を
行
い
ま
す
。

　

講
話
後
は
、
ご
希
望
に
応
じ
て
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

申
込
み
不
要
・
参
加
費
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

11
月
28
日
㊌

時
間　

午
後
２
時
半
～
午
後
４
時

場
所　

不
動
寺
公
民
館

講
話　

認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
る
た
め

に 

～
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
～

講
師　

平
松 
茂 
医
師
（
公
立
能
登
総
合
病

院
精
神
セ
ン
タ
ー
長
）
※
週
1
回
、
水
曜
日

に
公
立
宇
出
津
病
院
の
精
神
科
で
外
来
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

認
知
症
講
話
・
専
門
相
談

　

旧
柳
田
多
目
的
交
流
施
設
（
若
草
寮
）
の

不
要
と
な
っ
た
備
品
（
机
や
椅
子
な
ど
）
を

払
い
下
げ
し
ま
す
。

　

購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
下
見
会
お
よ
び
入
札

開
催
日　

11
月
3
日
㊏
、
4
日
㊐

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

お
知
ら
せ

町
有
財
産（
中
古
備
品
）を

買
い
ま
せ
ん
か
？

お
知
ら
せ

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

電
話
相
談
受
け
付
け
ま
す

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
、
女
性
を
巡
る
人
権
問
題
に
お
悩

み
の
方
へ
、
金
沢
地
方
法
務
局
お
よ
び
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
が
「
全
国
一
斉
『
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
強
化
週
間
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間　

11
月
12
日
㊊
～
18
日
㊐

　
　
　

午
前
8
時
半
か
ら
午
後
7
時
ま
で

（
土
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

電
話
番
号　

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

※
平
日
は
金
沢
地
方
法
務
局
、
土
日
は
名
古

屋
法
務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

※
個
別
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
開
催
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
健
康
福
祉
課
）

☎
（
72
）
２
５
１
３

場
所　

柳
田
体
育
館

参
加
資
格　

能
登
町
民
、
お
よ
び
町
に
住
所

が
あ
る
事
業
所

搬
出
日
（
予
定
）　

11
月
8
日
㊍

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

問
教
育
委
員
会
事
務
局
☎
（
72
）
2
５
０
９

お
知
ら
せ

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料

全
額
控
除
の
対
象
で
す

　

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
30
年
1
月
～
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険

料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ

れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
自

身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
族
（
配

偶
者
や
お
子
様
な
ど
）
の
負
担
す
べ
き
保
険

　カード作成時に必要
なものは①申請書②写
真です。写真データが
あれば、スマートフォ
ンやパソコンでも申請ができます。カードは、
お手元に届くまで 3 週間～１ケ月程度かかり
ます。住民課までお気軽にご相談ください。

●本人確認書類として
　写真付きの本人確認書類を持っ
ていない方。
●電子申請をしたい
　新しい電子証明書が必要な方。住
基カードの電子証明書の期限が切
れた方、間もなく期限が切れる方。

マイナンバーカードを作りませんか？ 問住民課☎ 62-8500

◀
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
イ
メ
ー
ジ
）

お
知
ら
せ

発
掘
調
査
現
場
を
公
開
し
ま
す

　

旧
松
波
城
庭
園
は
保
存
整
備
に
向
け
た
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
生
の
発
掘
現
場
を

ご
覧
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

公
開
日
時　

11
月
の
毎
週
㊌
・
㊍
の
11
時
～

11
時
半

場
所　

旧
松
波
城
庭
園
現
地
（
松
波
城
址
公
園
）

申
込　

教
育
委
員
会
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
教
育
委
員
会
事
務
局
☎
（
72
）
２
５
０
９

料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
領
収
証
書
な

ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際

に
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０
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のと里山空港  11 月のイベント

平成30年度7月豪雨（西日本豪雨）

災害義援金のお礼とご報告

お
知
ら
せ

創
業
の
夢
を
か
な
え
よ
う

「
創
業
塾
」を
開
催
し
ま
す

　

創
業
す
る
方
や
創
業
し
て
間
も
な
い
方
な

ど
に
と
っ
て
、
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
を
明

確
に
す
る
こ
と
は
、
事
業
の
成
功
率
を
高
め

ま
す
。

　

創
業
塾
で
は
、
創
業
開
始
に
向
け
て
の
心

構
え
や
手
続
き
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

す
る
と
と
も
に
、
経
営
戦
略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
金
融
・
税
務
の
基
礎
知
識
お
よ
び
創

業
の
成
功
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
す
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。　

対
象
者　

創
業
予
定
の
方
、
創
業
し
て
間
も

な
い
方
、
既
に
創
業
し
て
い
る
方
で
基
礎
知

識
を
習
得
し
た
い
方
な
ど

日
時
・
内
容

時
間
は
全
て
午
後
2
時
か
ら
午
後
４
時

会
場　

能
登
町
商
工
会　

本
所　

※
講
座
は
能
登
町
創
業
支
援
事
業
計
画
（
経

済
産
業
省
・
総
務
省
・
北
陸
農
政
局
認
定
）

の
「
特
定
創
業
支
援
等
事
業
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
４
講
座
す
べ
て
に
参
加
さ
れ

た
受
講
者
は
①
会
社
設
立
時
の
登
録
免
許
税

の
軽
減
措
置
②
創
業
関
連
保
証
の
特
例
③
日

本
政
策
金
融
公
庫
新
創
業
融
資
制
度
の
自
己

資
金
要
件
充
足
―
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
能
登
町
商
工
会
（
62
）
０
１
８
１

開
催
日

講
座
内
容

11
月
6
日
㊋

経
営
計
画
の
立
て
方

11
月
13
日
㊋

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

11
月
20
日
㊋

人
材
育
成
の
基
礎
知
識

11
月
27
日
㊋

決
算
書
の
基
礎
知
識

続☆星のささやき

問星の観察館「満天星」☎ 76-0101

「くじら座」

☆熟睡プラ寝たリウム 2018
　満天の星空の中で眠ってみませんか？

　勤労感謝の日、プラネタリウムで日ご

ろの疲れを癒しましょう。

　開催日　11 月 23 日㊎・㊗

　時　間　第１回…14：00

　　　　　第 2 回…16：00

　定　員　各回 80 人（先着順）

　参加費　無料、予約不要

　※枕やクッション、毛布をお持ちにな

　るとよりぐっすり眠

　れますよ。

満天星へのお誘い

こ の 写 真 を 撮 っ た の
は 10 月 中 旬 で、5 等
星ほどでしたので暗く
写っています。しかし
11 月の終わりから 12
月 初 め に は、2 等 星
近くまで明るくなり、
はっきりと見ることが
で き る よ う に な る で
しょう。 くじら座（2018.10.15満天星撮影）

　「くじら座」という星座があります。海に住む哺乳類の「鯨」
ではなく、海の怪物の星座です。全天 88 星座中、4 番目の
大きさを誇る星座ですが、目立つ星はなく、秋の夜空に寂し
げに光っています。
　唯一の目印となる星は「デネブカイトス」という２等星で、
怪物の尾にあたります。同じように、はくちょう座の尾が「デ
ネブ」、しし座の尾は「デネボラ」と名付けられています。
　中心付近の「ミラ」はミラクルのミラ。不思議な、という
意味の星です。約 330 日の周期で 2 等星から 10 等星まで明
るさを変える変光星です。6 等星以下は肉眼では見えません
ので、タイミングによって見えたり見えなかったりします。

■ 25 日㊐　おらが故郷お国自慢
                                       ～宝達志水町～
時間　15:00　　場所　空港 2 階ロビー
内容　「ＰＵＺＺＬＥ＆ＵＰＰＥＲＳ」によるダンス
　　　コンサート　

　この度の「平成 30 年７月豪雨」により、被害を受けられた
皆様には、心よりお見舞い申し上げます。
　町では、6 月 28 日以降に発生した「平成 30 年７月豪雨」
災害により被害を受けられた方々を支援するため、募金箱によ
る義援金の受付を 7 月 10 日から 8 月 31 日まで各役場窓口で
実施いたしました。この度、皆様からお預かりした義援金が総
額 307,366 円となりましたことをご報告させていただきます。

　皆様から寄せられた義援金については、能登町災害義援金等
配分委員会によって審議された結果、日本赤十字社を通じて被
災地に送金しました。
　皆様の温かいご支援、ご協力に感謝申し上げるとともに被災
地の一日も早い復興をお祈り申し上げます。

ご案内　北海道胆振東部地震により被害を受けられた方々の支
援のための義援金の受付も各役場庁舎の窓口で実施しておりま
すので皆様のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

問総務課危機管理室☎ 62-8513

ニ
ュ
ー
ス

レ
デ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

無
事
故
へ
の
思
い
を
手
渡
す

　

9
月
21
日
、
能
登
レ
デ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
能
都
支
部
の
会
員
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

タ
ウ
ン
ア
ル
プ
で
、
買
い
物
客
ら
に
反
射
タ

ス
キ
を
着
け
た「
の
っ
と
り
ん
」の
マ
ス
コ
ッ

ト
、
80
個
を
配
布
し
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

用
意
さ
れ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
交
通
安
全 安全運転を呼びかける会員ら

を
願
い
会
員
ら
が
手
作
り
し
、
酒
垂
神
社
で

お
祓は

ら

い
を
受
け
た
物
で
、
今
回
、
秋
の
交
通

安
全
運
動
に
合
わ
せ
て
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

■ 11 日㊐　のっぴーグラスづくり
11 月のデザイン：「のっぴーのキノコ狩り」
時間　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00
場所　空港 1 階　能登の旅情報センター
　一家族 1 個程度、限定 50 個。参加料無料です。

　奥能登ウェルカムプロジェクトでは、のとキリシ
マツツジのあるお庭を公開してくださる方を募集し
ます。ご協力いただける方は詳しい資料と応募用紙
を送付しますので、県奥能登総合事務所企画振興
課までご連絡ください。

「のとキリシマツツジオープンガーデン 2019」参加者募集

■公開期間（予定）　平成３１年４月下旬～５月中旬

■参加要件　　
　・能登町地内にあること
　・のとキリシマツツジの庭木があること（鉢植え不可）
　・共通の看板を設置することができること
　・来訪者の方を歓迎することができること　ほか
■募集締切　11 月 22 日㊍

問石川県奥能登総合事務所企画振興課☎ 0768-26-2303

　

基
本
的
人
権
の
尊
重
は
、
人
が
人
ら
し
く

健
康
で
幸
せ
に
生
き
て
い
く
上
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
人
権
の
意
義
や
そ
の
重
要

お
知
ら
せ

「
人
権
を
考
え
る
」出
前
講
座
開
催

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
人
権
尊
重
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

講
話　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害

に
つ
い
て

講
師　

村
井
万
寿
夫（
北
陸
学
院
大
学
教
授
）

開
催
日　

11
月
16
日
㊎

時
間　

午
後
１
時
半
～
午
後
２
時
半

場
所　

役
場
能
都
庁
舎
3
階
研
修
室

対
象
者　

一
般
（
中
高
年
）
の
方

参
加
費　

無
料
、
申
込
み
不
要 

※
定
員
40
人

問
住
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０


